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本
書
は
、
弘
前
城
築
城
四
百
年
祭
記
念
事
業
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て
弘
前
市
立
図
書
館
後
援
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催
し
た

「
古
文
書
で
見
る
〝
弘
前
城
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れ
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弘
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市
立
弘
前
図
書
館
、
後
援
・
弘
前
城
築
城

四
百
年
祭
実
行
委
員
会
）
へ
出
展
さ
れ
た
〝
原
文
〟

〝
読
み
下
し
文
〟〝
解
説
文
〟
か
ら
な
る
パ
ネ
ル

を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「
古
文
書
で
見
る
〝
弘
前
城
あ
れ
こ
れ
〟」
展

は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
十
三
日
ま

で
の
期
間
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弘
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書
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開
催
さ
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た
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企
画
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文
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田
澤
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後
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る
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パ
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の
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る
。
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お
、
本
書
へ
掲
載
さ
れ
た
図
版
等
で
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提

供
元
の
記
載
が
な
い
の
は
、
弘
前
古
文
書
教
室

及
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弘
前
図
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館
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蔵
で
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る
。
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56　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

　
　
◆
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
と
は
、
近
世
前
期
の
寛
文
年
間
に
蝦
夷
地
で
発
生
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
蜂
起
事
件
で
あ
る
。

　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
六
月
、
蝦
夷
地
シ
ベ
チ
ャ
リ
（
静
内
）
の
首
長
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
率
い
た
ア
イ
ヌ
が
一
斉
に
起

ち
上
が
り
、
西
地
区
の
マ
シ
ケ
・
ヨ
イ
チ
、
東
地
区
の
シ
ラ
オ
イ
・
ミ
ツ
イ
シ
・
シ
ラ
ヌ
カ
な
ど
で
、
交
易
船
な
ど
を
襲
っ
た
。

　
　
◆
事
件
の
原
因

　

松
前
藩
が
商
場
知
行
制
を
蝦
夷
地
に
布し

き
、ア
イ
ヌ
民
族
を
蝦
夷
地
内
に
封
じ
込
め
、不
等
価
交
換
を
押
し
つ
け
た
こ
と
、差

別
策
を
強
行
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
　

◆
事
件
に
対
し
た
弘
前
藩
の
動
き

　

六
月
三
十
日
に
蜂
起
の
第
一
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
弘
前
藩
で
は
松
前
藩
と
物

資
や
人
事
の
交
流
な
ど
で
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
、
八
月
十
二
日
に
兵
学
者
で

あ
っ
た
吉
村
場
左
衛
門
ほ
か
を
派
遣
し
、
情
報
収
集
に
あ
た
ら
せ
た
。

　

同
月
二
十
三
日
に
は
、
蜂
起
に
対
応
す
る
た
め
、
総
大
将
・
足
軽
大
将
や
軍
勢
、

鉄
砲
の
準
備
な
ど
を
申
し
つ
け
て
い
た
。

　
　
◆
出
兵
と
帰
陣

　

九
月
四
日
に
、
幕
府
か
ら
「
侍
、
足
軽
、
雑
兵
と
も
四
、
五
百
人
、
松
前
へ
差

●
津
軽
勢
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
乱
へ
出
兵	

中 

村  

信 

三 

郎

▶
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
像



57 津軽勢シャクシャインの乱へ出兵

し
遣
わ
し
云
々
」
と
し
た
出
兵
の
命
令
書
が
藩
に
到
着
し
た
。

　

す
ぐ
さ
ま
翌
五
日
に
、
杉
山
八
兵
衛
を
侍
大
将
に
任
じ
、
同
日
の
午
後
五
時
ご
ろ
総
勢
発
足
、
八
日
に
は
松
前
に
到
着
す
る

と
い
う
素
早
い
動
き
を
し
て
い
た
。
閏
十
月
七
日
に
な
っ
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
を
討
ち
、
蜂
起
一
件
落
着
の
報
が
着
い
た
。

　

杉
山
八
兵
衛
が
率
い
た
総
勢
は
、
翌
月
十
一
月
七
日
に
松
前
を
出
船
し
、
同
日
三
厩
へ
着
船
、
九
日
は
浪
岡
で
一
宿
、
十
日

に
弘
前
に
到
着
し
て
い
る
。
出
兵
か
ら
帰
陣
ま
で
の
日
数
は
九
十
五
日
間
で
あ
っ
た
。

　
　
◆
凱
　
陣

　

到
着
の
十
日
は
、
具
足
ま
か
な
い
の
ま
ま
、
総
勢
を
二
、
三
の
丸
に
並

べ
さ
せ
、
八
兵
衛
は
本
丸
に
登
城
し
、
馳
走
と
祝
杯
を
受
け
て
い
る
。

　

殿
様
か
ら
、「
大
儀
で
あ
っ
た
」
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
も
ら
い
、
総

勢
に
二
十
日
ま
た
三
十
日
の
休
息
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
六
月

一　

晦
日　

天
気
能

　
　

一　

松
前
の
狄
共
蜂
起
仕
り
候
由
、同
所
家
老
中
よ
り
書
状
申
し

来
る
。
則
、
返
事
遣
わ
す
。

　

同
年
九
月

一　

四
日　

天
気
能

▼大手門から見た三の丸通り



58　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

　
　

一　

八
月
廿
七
日
未
の
下
刻
、
御
奉
書
酒
井
雅
楽
様
・
阿
部
豊
後

様
・
稲
葉
美
濃
様
御
三
判
に
て
、
今
日
未
の
刻
下
着
。
但
し

宿
継
ぎ
な
り
。
御
奉
書
の
趣
、
侍
・
足
軽
・
雑
兵
共
四
・
五

百
人
松
前
へ
差
し
遣
わ
し
、
兵
庫
・
八
左
衛
門
と
申
談
、
く

ん
ぬ
い
辺
の
然
る
べ
き
所
を
相
固
め
、兵
庫
手
先
気
遣
い
な

く
相
働
き
候
様
に
仕
る
べ
き
事
。	

以
下
略

一　

五
日　

天
気
能

　
　

一　

杉
山
八
兵
衛
、申
の
刻
御
座
の
間
に
お
い
て
誓
詞
相
勤
め
る
。

　
　

一　

八
兵
衛
組
の
諸
士
御
料
理
の
間
に
お
い
て
誓
詞
相
勤
め
る
。	

	

以
下
略

　
　

一　

酉
の
上
刻
惣
勢
（
総
勢
）
発
足
。
夜
八
つ
過
ぎ
に
鰺
ヶ
沢
へ

参
着
の
由
。

　

同
年
閏
十
月

一　

七
日　

雨
降

　
　

一　

狄
の
儀
落
着
仕
り
候
由
、
松
前
よ
り
申
し
来
た
り
候
間
、
心

安
く
存
ず
べ
く
由
御
意
の
旨
、御
物
頭
中
残
ら
ず
へ
御
次
御

番
所
に
て
申
し
渡
す
。

　
　

同
年
十
一
月

一　

十
日　

雪
降

　
　

一　

杉
山
八
兵
衛
松
前
へ
九
月
五
日
に
発
足
、十
一
月
七
日
に
三

馬
屋
（
三
厩
）
へ
残
ら
ず
着
船
、九
日
波
岡
（
浪
岡
）
へ
一
宿
、

十
日
に
弘
前
へ
日
数
九
十
五
日
に
て
帰
陣
。



59 津軽に流された公家さま「花山院忠長卿の真筆」

　
　

◆
忠
長
卿
と
「
猪
熊
事
件
」

　

忠
長
卿
は
、
公
卿
・
左
大
臣
花
山
院
定
凞て
る

の
二
男
で
、
官
位
は
従
四
位
上
、
近
衛
権
少
将
で
あ
る
。

　

卿
は
、
後
陽
成
天
皇
の
逆
鱗
に
触
れ
た
と
い
う
、
公
家
と
女
官
の
密
通
事
件
（
猪
熊
事
件
）
に
関
連
し
て
当
地
に
移
さ
れ
て

き
た
。

　

首
謀
者
と
見
な
さ
れ
、
容
姿
天
下
無
双
と
い
わ
れ
た
猪
熊
教
利
卿
と
兼
保
備
中
は
死
罪
、
ほ
か
は
遠
近
の
国
々
へ
配
流
ま
た

は
無
罪
と
な
り
、
広
橋
典
侍
ら
女
官
五
人
は
伊
豆
へ
流
さ
れ
た
。

　

卿
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
罪
を
許
さ
れ
、
晩
年
は
京
都
に
還
り
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
七
十
五
歳
で
没
し
た
。

　
　

◆
忠
長
卿
と
津
軽

　

忠
長
卿
は
、
は
じ
め
は
北
海
道
松
前
に
、
次
い
で
津
軽
岩
木
の
高
屋
に
、
黒
石
に
、
そ
し
て
水
郷
地
で
あ
っ
た
現
在
の
弘
前

南
塘
グ
ラ
ウ
ン
ド
土
手
の
北
側
に
移
っ
て
い
る
。

　

黒
石
で
「
鶴
の
湯
」
を
発
見
し
た
と
か
、
水
面
に
映
る
岩
木
山
を
眺
め
て
「
池
に
映
る
岩
木
は
不
二
の
姿
に
て
眺
め
は
庭
の

三
保
の
松
原
」
と
詠
み
、「
鏡
ヶ
池
」
の
名
は
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
逸
話
を
遺
し
て
い
る
。

　

展
示
の
「
掛
け
物
」
は
黒
石
滞
在
中
の
書
簡
と
推
察
さ
れ
る
。

　

明
治
の
碩
学
・
下
澤
保
躬
は
「
卿
は
温
雅
風
流
に
冨
み
、
能
書
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
。
和
歌
や
茶
道
俳
諧
を
好
み
、
当
地
方

の
文
学
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
」
と
述
べ
、「
眉
目
秀
麗
容
姿
端
然
、
官
女
の
た
め
に
不
遇
の
生
涯
を
送
っ
た
の
は
誠

●
津
軽
に
流
さ
れ
た
公
家
さ
ま
「
花か

山ざ
ん

院い
ん

忠
長
卿
の
真
筆
」	

田  

澤
　
正



60　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

　
　

御
懇
ろ
の
使
札
過
当
の
至
り
候		

然
れ
ば

　
　

其
元
へ
近
年
の
涼
し
き
風
入
り
申
し
候
由

　
　

禮
の
事
と
存
じ
候		

殊
に
ひ
や
汁

　
　

仰
せ
付
け
ら
れ
候
由		

今
時
分
尤
も		

是
又

　
　

珍
美
申
し
候		

未
だ
隙
入
ら
ず
候
間		

頓
て

　
　

参
り
申
す
べ
く
候				

不
宣

　
　
　

六※

の
廿
四																			

忠
長
書
判

																																			

花
少
「
花
山
院
少
将
」

　
　
　
　
　
　
　
　

※
新
暦
の
七
月
二
十
四
日

　
　

◆
書
簡
の
大
意

　

御
懇
ろ
の
御
招
待
有
り
難
く
、
涼
し
い
風
が
入
っ
て
き
た
よ

う
な
す
が
す
が
し
い
気
分
で
あ
る
。
特
に
珍
味
の
ひ
や
汁
を
馳

走
し
た
い
と
の
こ
と
、楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、あ
い
に
く
今
の

と
こ
ろ
隙
が
な
く
、
そ
の
内
に
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
意

を
述
べ
尽
く
せ
な
い
が
失
礼
す
る
。

に
惜
し
ま
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
藩
主
は
、
津
軽
氏
二
代
と
い
わ
れ
る
信
牧
（
枚
）
で
あ
る
。

※
「
花
山
院
忠
長
卿
の
真
筆
」
は
平
川
市
外
川
睦
男
氏
の
所
有
で
、
鎌
田
陸
奥
男
氏
の
紹
介
に
よ
っ
た
。

▶
花
山
院
忠
長
卿
の
真
筆
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◆
弘
前
藩
主
・
津
軽
信
壽
公
は
、
隠
居
し
た
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
の
文
芸
本
を
刊
行
し
た
。

　

こ
の
本
は
上
巻
（
乾
の
巻
）
と
下
巻
（
坤
の
巻
）
に
分
か
れ
、
挿
し
絵
入
り
の
文
芸
本
と
し
て
貴
重
、
画
期
的
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
は
、
弘
前
市
立
博
物
館
と
弘
前
市
内
の
個
人
、
そ
れ
と
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
み
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資

料
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
当
代
一
流
と
称
さ
れ
た
小
川
破
笠
、
英
一
蝶
、
同
一
蜂
ら
に
よ
っ
た
も
の
で
、
参
勤
途
次
の
各
名
所
、
津
軽
中
野
の

紅
葉
、
浅
虫
の
湯
の
島
、
帰
国
し
た
と
き
の
岩
木
山
の
初
雪
の
景
な
ど
、
郷
土
の
風

景
も
多
く
織
り
込
ん
だ
大
名
豪
華
本
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
小
川
破
笠
は
、
俳
諧
、
絵
画
、
漆
器
、
彫
刻
の
制
作
に
す
ぐ
れ
、
作

品
は
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
信
壽
公
に
仕
え
、
弘
前
に
も

滞
在
、
作
品
を
遺
し
て
お
り
、
当
地
と
は
馴
染
み
が
深
い
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
信
壽
公
と
破
笠
は
、
歌
舞
伎
役
者
で
名
優
と
い
わ
れ
た
二
代
目

市
川
團
十
郎
こ
と
初
代
海
老
蔵
と
親
し
く
、「
団
十
郎
日
記
」
に
間
々
登
場
し
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

津軽の殿様が刊行した豪華本『獨樂徒然集』

●
津
軽
の
殿
様
が
刊
行
し
た
豪
華
本
『
獨
樂
徒
然
集
』	

笹  

森
　
洋  

子

▶
『【
解
読
】
獨
樂
徒
然
集
』
表
紙
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▶
翻
刻
版
『
獨
樂
徒
然
集
』
か
ら

◀
『
獨
樂
徒
然
集
（
坤
の
巻
）』
原
本

　
　
　
　
　
　
　
　（
弘
前
市
立
博
物
館
蔵
）

▶
『【
解
読
】
獨
樂
徒
然
集
』
か
ら
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◆
南
塘
溜
池

　

南
塘
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
弘
前
大
学
医
学
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
と
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
六
月
、
弘
前
藩
が
城
南
の
要
害
地
と
し

て
構
築
し
た
南
溜
池
で
あ
り
、
鏡
ヶ
池
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
　

◆
な
ぜ
南
溜
池
を
掘
り
替
え
た
か

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
異
国
船
が
青
森
湾
や
日
本
海
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
万
一
の
緊
急
事

態
に
備
え
て
沿
岸
の
防
備
を
強
化
し
て
い
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
水
練
の
熟
達
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
の
御
日
記
に
、「
こ
の
た
び
南
溜
池
を
穿
り
上
げ
の
う
え
、
水
練
稽
古
場
に
仰
せ
付
け
ら
れ
候

云
々
」
と
あ
る
。

　

異
国
船
の
出
没
を
「
国
難
」
と
み
た
幕
府
は
、
藩
に
も
対
抗
策
を
命
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

溜
池
の
掘
り
下
げ
は
突
貫
工
事
で
な
さ
れ
、
八
月
に
始
ま
り
十
一
月
に
完
成
し
た
。
四
万
人
以
上
動
員
さ
れ
た
と
あ
る
。

　

圧
巻
は
翌
年
六
月
に
洋
式
短
艇
・
バ
ッ
テ
ー
ラ
の
進
水
式
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

◆
水
練
奨
励
の
お
触
れ

　

水
練
の
稽
古
に
つ
い
て
は
、
安
政
六
年
六
月
十
七
日
に
次
の
よ
う
な
お
触
れ
が
出
て
い
る
。

御
家
中
並
び
に
諸
組
諸
支
配
の
子
弟
ど
も
ま
で
、
こ
の
た
び
南
溜
池
に
お
い
て
水
練
並
び
に
バ
ッ
テ
ー
ラ
の
乗
り
回
し
稽

古
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
云
々

●
南
塘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ト
と
水
練
が
行
わ
れ
て
い
た	

鳴  

海
　
紀
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以
来
、
子
弟
た
ち
は
稽
古
に
励
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

七
月
に
な
っ
て
殿
様
（
順
承
）
が
水
練
を
御
覧
な
さ
れ
、「
何
れ
も
出
精
の
儀
一
段
の
事
に
思
し
召
し
云
々
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、

そ
の
成
果
に
き
わ
め
て
ご
満
悦
の
体
だ
っ
た
と
い
う
。

	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

　

六
月
八
日　

快
晴

一　

バ
ッ
テ
ー
ラ
皆
出
来
に
つ
き
、明
後
十
日
台
下
げ
致
し
候
間
、見

分
の
儀
申
し
出
で
、
退
出
懸
け
御
用
人
中
並
び
に
大
目
付
、
御

備
方
取
り
扱
い
見
分
に
罷
り
越
し
候
。
こ
の
旨
申
し
つ
け
べ
き

旨
勘
定
奉
行
へ
こ
れ
を
申
し
遣
わ
す
。

　

七
月
二
十
八
日　

快
晴

一　

今
日
南
溜
池
に
お
い
て
水
練
高
覧
に
つ
き
、
同
所
へ
一
統
罷
り

越
し
候
に
つ
き
、
出
仕
こ
れ
な
し
。

一　

南
溜
池
御
小
屋
に
お
い
て
佐
野
茂
助
申
し
渡
し
の
覚
え
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

御　

徒　

頭

今
日
水
練
高
覧
遊
ば
さ
れ
候
処
、何
れ
も
出
情
（
精
）
の
儀
、一

段
の
事
に
思
し
召
さ
れ
候
。
猶
、
こ
の
上
出
情
致
さ
せ
候
様
仰

せ
出
さ
れ
る
。
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▼南塘グラウンド（現弘前大学医学部グラウンド）

▼
『
日
本
人
が
描
い
た
バ
ッ
テ
ー
ラ
の
図
』
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平
川
市		

奈
良
信
光
氏
蔵

　
　
●
西に
し
の
と
う
い
ん

洞
院
時
慶
卿
宛
　
信
建
の
書
状

　
◆
書
状
の
大
意
と
、
津
軽
信
建
と
近
衛
家
、
左
馬
助

　
左
馬
助
が
御
預
か
り
し
た
書
状
有
難
く
拝
見
し
た
。
近
衛
殿
か
ら
の
御
書
は
殊
更
に
有
難
か
っ
た
。

　
津
軽
に
到
着
後
す
ぐ
に
書
状
を
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
何
か
に
取
り
紛
れ
申
し
訳
な
い
。

　
来
春
は
此
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
差
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
一
同
変
わ
り
な
く
元
気
で
い
る
か
ら
御
安
心
願
い
た
い
。

　
書
状
の
初
め
の
部
分
と
、
本
文
の
行
間
に
あ
る
猶
書
・
追
伸
文
は
「
こ
の
頃
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
の
で
、
意※

安
の
調
合
し
た
薬
を
御
願
い
し
た
い
」
と
あ
り
、「
少※

納
言
、
御
内
儀
に
も
よ
ろ

し
く
」
と
あ
る
。

※
意
安
　
時
慶
卿
と
親
し
い
京
都
の
典
医
。
豊
臣
秀
次
に
仕
え
た
法
印
で
、後
陽
成
天
皇
不
予
に
際
し
て
御
薬
を

差
し
上
げ
て
い
る
。

※
少
納
言
は
時
慶
卿
の
嫡
男
・
時
直
、
内
儀
は
卿
の
奥
方
で
あ
る
。

●
西
洞
院
時
慶
卿
宛　

為
信
の
長
男
・
信
建
の
書
状
と

	

田  

澤
　
正

　

近
衛
公
の
連
歌	
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◆
こ
の
書
状
は
、
津
軽
信
建
が
長
年
住
ん
で
い
た
京
都
か
ら
津
軽
へ

安
着
し
た
こ
と
を
「
断
金
の
友
」
西
洞
院
時
慶
卿
に
宛
て
た
第
一
報
で

あ
る
。

　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
関
ヶ
原
戦
の
二
年
後
に
書
か
れ
た
真
筆
で

あ
り
、
当
地
方
で
最
も
古
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
信
建
と
公
家
の
交
際
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
、
画
期
的

な
資
料
で
も
あ
る
。

	【
書
状
の
読
み
下
し
文
】

　
　

先
日
は
左※

馬
下※

向
に
際
し

　
　

御
便
札
有
難
く
拝
見
候		

殊
更
に
近※

衛
殿
の

　
　

御
書
を
頂
戴
し　

忝
な
く
拝
覧
仕
り
候　

然
れ
ば

　
　

こ
の
度
御
音
信
に
及
び
た
き
儀
に
候
と
こ
ろ

　
　

こ
こ
許
か
れ
こ
れ
に
取
り
紛
れ		

御
無
音

　
　

申
す
事
に
候　

こ
の

　
　

春
に
は
余
慶

　
　

申
し
上
げ
べ
く
と
存
じ
候		

此
方
の

　
　

儀
は
何
れ
も
無
事
に
候
条
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御
心
易
か
る
べ
く
候		

猶		

重
ね
て

　
　

貴
意
を
得
べ
く
候			

恐
惶
頓
首

																										　
　

津※

軽
宮
内
大
輔

															

十
月
十
七
日							　

信
建　

書
き
判

　
　

西
洞
院
様

　
　
　
　
　

参※

御
尊
答

　

※
左
馬　

左
馬
助
。
為
信
の
娘
・
冨
の
夫
で
、
平
賀
大
光
寺
の
城
主
・
津

軽
左
馬
助
建
広
。
信
建
の
死
去
後
、
津
軽
氏
の
跡
継
ぎ
は
信
建
の
嫡
男

で
あ
る
と
主
張
し
た
人
物
で
あ
る
。
津
軽
を
追
放
さ
れ
た
の
ち
、
徳
川

家
の
御
典
医
と
な
っ
て
い
る
。

　

※
下
向　

こ
こ
で
は
、
左
馬
助
が
京
都
か
ら
津
軽
へ
帰
っ
て
き
た
こ
と
。

　

※
近
衛
殿　

左
大
臣
関
白
氏
の
長
者
、
近
衛
信
尹
。
今
年
五
月
〜
七
月
に

行
わ
れ
た
弘
前
城
築
城
記
念
展
「
近
衛
家
陽
明
文
庫
名
宝
展
」
で
公
の

事
績
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
和
歌
や
絵
に
す
ぐ
れ
、
書
は
当
代
一
と

称
さ
れ
た
。
号
・
三さ
ん

藐
み
や
く

院
。
ち
な
み
に
信
尹
公
は
「
花
山
院
忠
長
卿
」

（
六
一
頁
参
照
）
の
絵
の
師
で
あ
る
。

　

※
津
軽
宮
内
信
建
。
為
信
の
嫡
男
。
豊
臣
氏
と
石
田
三
成
の
股
肱
の
武
将
。

津
軽
二
代
藩
主
と
す
る
有
力
な
説
が
あ
る
。

　

※
参
御
尊
答　

手
紙
の
脇
付
け
。
宛
名
・
相
手
に
敬
っ
て
差
し
上
げ
る
と

い
う
意
。
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●
近
衛
殿
御
興
行
の
連
歌

　
　
◆
「
御
先
代
」
の
意
味
と
連
歌

　

こ
の
資
料
に
見
え
る
「
御
家
御
先
代
」
の
「
御
家
」
と
は
津
軽
家
、「
御
先
代
」
は
前
の
藩
主
・
信
建
を
指
し
て
お
り
、
二
代

藩
主
信
建
説
を
裏
づ
け
て
い
る
文
言
で
あ
る
。

　

替
え
名
の
「
杉
」
は
近
衛
信
尹
公
で
あ
る
。
こ
の
中
に
信
建
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
公
は
連
歌
「
杉
公
御
独
吟
千
句
」
ほ
か
多
く
を
遺
し
て
い
る
。

【
読
み
下
し
文
】

　
「
御
家
御
先
代
」
御
文			

二
枚

　
　

裏		

連
歌

　
　
　

西
洞
院
大
納
言　

平
時
慶
卿
筆

　
　
「
杉
」
と
書
付
け
御
座
候
は

　
　

三さ
ん

藐
み
や
く

院
殿
の
御
替
え
名
に
て
御
座
候
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何　
　

二
月
七
日			

近
衛
殿
御
興
行

　
　
　
　

梅
柳
匂
い
も
糸
の
み
だ
れ
か
な　
　
　
　
　

杉

　
　
　
　

○
近
衛
信
尹
公

　
　
　
　

羽
か
ぜ
に
露
を
こ
ぼ
す
鶯　
　
　
　
　
　
　

昌
代

　
　
　
　

淡
雪
の
消
る
内
よ
り
又
敷
て　
　
　
　
　
　

白

　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
あ
を
む
野
べ
の
草
村　
　
　
　
　

平
宰
相

　
　
　
　

○
西
洞
院
時
慶
卿

　
　
　
　

末
遠
き
淺
沢
水
の
明
く
だ
り　
　
　
　
　
　

新
宰
相

　
　
　
　

○
同　

時
直

　
　
　
　

田
面
の
月
の
ほ
の
か
な
る
影　
　
　
　
　
　

玄
仍

　
　
　
　

秋
の
夜
の
霜
は
霧
ま
の
色
そ
へ
て　
　
　
　

昌
琢

　
　
　
　

山
路
分
ゆ
く
袖
は
す
さ
ま
じ　
　
　
　
　
　

実
顕
朝
臣

　
　
　
　

嵐
吹
か
げ
に
木
葉
や
敷
ぬ
ら
ん　
　
　
　
　

玄
仲

　
　
　
　

暮
る
園
生
の
ひ
か
り
さ
や
け
き　
　
　
　
　

春
種

　
　
　
　

な
で
し
こ
の
花
の
散
り
そ
ふ
な
が
め
し
て　

杉

　
　
　
　

○
近
衛
信
尹
公

　
　
　
　

て
る
日
な
り
し
も
雨
そ
そ
ぐ
空　
　
　
　
　

平
宰

　
　
　
　

○
西
洞
院
時
慶
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
略

　
　
　

何　
　

三
月
十
三
日			

八
条
殿
御
興
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
略
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西
堀
の
掘
り
下
げ
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
、
勤
王
と
佐
幕
に
分
か
れ
た
戦
乱
の
な
か
、
全
国
の
諸
侯
が
去
就
に
迷
っ
て
い
た

時
期
に
行
わ
れ
た
。

　

弘
前
藩
も
、
は
じ
め
は
佐
幕
、
の
ち
勤
王
派
に
転
ず
る
な
ど
混
乱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、「
御
日
記
」
に
「
浮
浪
の
や
か
ら
奥
羽
へ
立
ち
入
り
松
前
表
へ

渡
海
の
趣
風
聞
こ
れ
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
乱
を
想
定
し
、
藩
で
は
関
所
堅

め
の
分
隊
派
遣
、
城
内
三
の
郭
の
雑
木
伐
採
な
ど
し
て
急
遽
防
備
態
勢
を
整
え
て

い
た
。

　

と
り
わ
け
防
備
上
の
最
重
要
地
点
と
し
て
、
今
の
西
堀
の
掘
り
下
げ
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
◆
掘
り
下
げ
た
理
由

　

今
の
「
西
堀
」
は
、
本
丸
の
西
を
流
れ
て
い
た
岩
木
川
の
跡
で
あ
る
。
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
に
堰
き
止
め
た
あ
と
、
長
年
の
間
に
湿
地
と
な
り
、
往
来
が
自

由
に
な
っ
て
い
た
。

　

維
新
の
動
乱
に
際
し
掘
り
下
げ
て
、
築
城
時
の
よ
う
な
天
然
の
要
害
に
す
る
と

い
う
の
が
、
掘
り
下
げ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

●
西
堀
の
景
観
は
ど
う
し
て
で
き
た
か	

田  

澤
　
正

西堀の景観はどうしてできたか

現在の西堀─春陽橋から望む
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「
御
日
記
」
に
、「
格
外
の
大
手
配
で
、
費
用
も
莫
大
だ
が
早
急
に
取
り
か
か
れ
、
城
郭
の

普
請
は
幕
府
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
そ
ん
な
暇
は
な
い
。
と
に
か
く
急

げ
」
と
あ
る
。

　
　
◆
工
事
期
間
と
動
員
数

　

着
工
か
ら
ほ
ぼ
一
年
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
四
月
二
十
四
日
に
掘
り
下
げ
が
完
了
し

た
。
人
夫
約
四
万
二
千
人
、
馬
千
三
百
三
十
匹
を
駆
り
立
て
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
当
時
の
津
軽
領
内
の
人
口
は
二
十
五
万
七
千
二
百
余
人
で
、
こ
の
う
ち
か
ら
約

四
万
二
千
人
が
動
員
さ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、夏
の
暑
さ
凌
ぎ
と
し
て
、人
夫
に
益
元
散
（
漢
方
薬
）
を
与
え
て
の
突
貫
工
事
で
あ
っ

た
。

　
　
◆
西
堀
が
景
観
に
変
貌
し
た
い
き
さ
つ

　
「
西
堀
」
は
、
弘
前
城
の
軍
事
上
の
重
要
工
事
と
し
て
掘
り
下
げ
た
「
要
害
の
堀
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
堀
際
に
桜
が
植
え
ら
れ
た
の
は
、
日
露
戦
争
の
勝
利
を
記
念
し
た
大
々
的

な
植
樹
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
の
郭
の
桜
と
と
も
に
見
頃
と
な
っ
て
き
た
大
正
八
年
に
、
市
内
の
有
志
が
催
し
た

「
花
見
の
宴
会
」
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
「
観
桜
会
」、「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
へ
と
発
展
、
今

で
は
日
本
一
の
桜
の
名
所
・
弘
前
城
に
変
貌
し
た
の
で
あ
る
。

　

爛
漫
の
桜
を
水
面
に
映
す
西
堀
の
昼
の
景
、
ぼ
ん
ぼ
り
、
水
面
に
映
る
万ば
ん

朶だ

の
桜
、
春

陽
橋
の
朱
、
特
に
満
開
時
の
「
花
の
ト
ン
ネ
ル
」
は
圧
巻
で
あ
る
。
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	【

原
文
の
読
み
下
し
文
】

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
九
日
「
御
日
記
」

　

御
当
城
の
要
害
は
専
ら
後
ろ
堅
固
に
因
り
候
儀
に
つ
き
ぜ
ひ
往
古

の
形
に
復
し

　

一
円
ふ
け
に
相
成
り
候
様
御
手
入
れ
成
さ
れ
候
て
然
る
べ
く
と
存

じ
候

　

も
っ
と
も
右
ふ
け
掘
り
替
え
候
て
は
大
分
の
大
業
に
相
成
り
候
間

　

別
に
土
居
際
に
堀
一
重
堀
り
候
方
簡
易
の
よ
う
に
申
し
と
な
え
候

説
も
こ
れ
あ
り
候
え
ど
も

　

左
候
て
は
天
然
の
要
害
を
失
い
追
々
ふ
け
す
た
れ
候
て
堀
一
重
の

要
害
に
相
成
り

　

元
の
後
ろ
堅
固
の
御
主
意
か
え
っ
て
後
ろ
御
手
薄
の
形
に
相
成
り

御
縄
張
り
の
御
本
意
を
失
い
候
間

　

ぜ
ひ
ぜ
ひ
往
古
へ
御
か
え
し
成
さ
れ
候
様

　

御
本
城
御
要
害
に
相
拘
わ
り
候
儀
に
御
座
候
え
ば

　

僅
々
た
る
御
物
入
り
の
多
少
は
聊
か
も
御
厭
い
あ
り
成
さ
れ
ざ
る

筈
と
存
じ
奉
り
候

　

則　

旧
図
へ
懸
け
紙
つ
け

　

一
枚
相
添
え
申
し
出
の
通
り
申
し
付
け
る

西堀の景観はどうしてできたか



74　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

　

◆
津
軽
地
方
で
最
も
古
い
さ
く
ら
は
、
弘
前
市
西
茂
森
町
に
あ
る
天
満
宮
の
し
だ
れ
桜
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

弘
前
城
の
さ
く
ら
は
、
今
か
ら
三
百
年
前
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
初
め
て
植
え
ら
れ
た
。

　

◆
こ
の
年
の
三
月
二
十
七
日
の
「
御
日
記
」
に
、「
八
名
の
家
臣
が
十
一
本
」
献
上
し
た
と
あ
る
。

　

植
え
た
の
は
、
御
花
畑
と
言
わ
れ
て
い
た
西
の
郭
、
現
在
の
根
上
り
銀
杏
が
あ
る
辺
り
で
、
三
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日

に
か
け
て
植
え
付
け
た
と
も
あ
る
。

　

ま
た
、
四
月
六
日
に
も
、
二
十
一
名
の
家
臣
が
二
十
五
本
の
さ
く
ら
を
西
の
郭
に
植
え
付
け
、
そ
の
う
ち
の
一
本
は
八
重
ざ

く
ら
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

◆
以
上
の
三
十
六
本
の
さ
く
ら
は
家
臣
が
献
上
し
た
も
の
で
、
当
時
の
殿
様
は
文
化
殿
様
と
し
て
知
ら
れ
る
信
壽
公
で
あ
る
。

　

な
に
か
と
派
手
好
き
な
藩
主
の
御
機
嫌
伺
い
に
献
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

◆
「
博
多
の
ど
ん
た
く
」
と
一
、
二
の
人
出
を
争
っ
て
い
る
お
城
の
さ
く
ら
も
、
初
め
は
十
一
本
か
ら
出
発
し
た
。
今
で
は

二
千
五
百
本
に
も
な
っ
た
さ
く
ら
の
満
開
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
る
。

　

花
を
褒
め
る
の
も
さ
り
な
が
ら
、
育
て
上
げ
た
「
弘
前
人
の
風
流
」
も
さ
す
が
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
日
本
一
の
お
城
の
さ
く
ら	

今  

泉
　
洋
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	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

　
　
　

三
月
廿
七
日

一　

一
重
桜
壱
本　

壱
丈
弐
尺
位　
　
　

西
館
平
馬

　
　

壱
丈
弐
尺
位

一　

桜
三
本　

内
壱
本
取
り
申
し
候　
　

毛
内
有
介

一　

同
弐
本　

内
壱
本
取
り
申
し
候　
　

一
戸
八
郎
左
衛
門

一　

同
壱
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
山
三
郎
右
衛
門

一　

同
壱
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤
金
之
丞

一　

同
壱
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
茂
左
衛
門

一　

同
壱
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
角
左
衛
門

一　

同
壱
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杉
角
右
衛
門

　

右
の
通
り
差
し
上
げ
候
旨
申
し
出
で
候
に
付
、御
家
老
中
へ
こ
れ

を
達
す
。

　
　
　

四
月
四
日　

快
晴

一
、
御
家
中
よ
り
桜
差
し
上
げ
候
に
つ
き
、
西
の
御
郭
へ
三
月
廿
四

日
よ
り
取
り
付
き
、
同
二
十
八
日
ま
で
に
仕
舞
い
申
し
候
。

　
　

右
の
奉
行
、
御
手
筒
頭
土
門
四
郎
左
衛
門
、
桜
植
え
つ
け
候
。

　
　

木
振
り
な
ど
の
植
え
よ
う
は
藤
岡
五
兵
衛
に
こ
れ
を
申
し
つ

日本一のお城のさくら
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け
る
。
桜
取
り
寄
せ
候
に
付
、途
中
才
料
（
宰
領
）
百
人
小
人
、町

人
足
百
十
一
人
、
西
の
御
郭
御
門
内
よ
り
掃
除
小
人
、
鳶
、
手
木

の
者
取
り
く
ば
り
植
え
候
由
。

　
　

土
門
四
郎
左
衛
門
申
し
出
で
候
に
つ
き
、監※

物
へ
こ
れ
を
相
達
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

※
監
物　

喜
多
村
監
物
（
校
尉
・
政
方
）
は
兵
学
者
、
藩
の
家
老

職
・
重
役
で
あ
る
。
母
は
山
鹿
素
行
の
娘
・
鶴
。
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◆
こ
の
手
紙
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
、
た
ま
姫
が
十
二
歳
の
と
き
、
父
・
津
軽
家
の
殿
様
・
順
承
公
に
差
し
上
げ

た
手
紙
で
あ
る
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
手
習
い
を
な
さ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
文
字
の
な
め
ら
か
さ
は
見
事
で
あ
る
。

　

文
中
の
「
た
け
な
が
し
」
と
「
冬
夏
」
は
、
今
な
お
高
名
な
菓
子
舗
・
大
坂
屋
（
現
大
阪
屋
）
の
銘
菓
で
あ
る
。

　

た
ま
姫
は
、
か
つ
て
長
勝
寺
で
管
理
さ
れ
て
い
た
、
ご
存
じ
の
「
ミ
イ
ラ
殿
様
」・
承

（
つ
ぐ
と
み
）
公
と
婚
約
し
て
い
た
が
、

承

公
は
早
世
し
た
。

　

こ
の
の
ち
、
名
を
常
姫
と
改
め
て
、
順
承
公
の
後
を
継
い
だ
殿
様
・
承
昭
公
と
結
婚
し
て
い
る
。

　

津
軽
家
の
血
を
絶
や
さ
ぬ
た
め
の
婚
約
、
結
婚
で
あ
っ
た
が
、
武
家
の
娘
の
定
め
と
は
い
え
、
幸
い
薄
い
御
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

二
十
三
歳
の
若
さ
で
逝
去
。
墓
は
東
京
上
野
の
津
軽
家
の
菩
提
寺
・
津
梁
院
に
あ
る
。

●
薄
幸
の
お
姫
様
・
た
ま
の
手
紙	

中 

村
　
信
三
郎

薄幸のお姫様・たまの手紙
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	【

原
文
の
読
み
下
し
文
】

										

口
上

				　

御
き
げ
ん
よ
く
御
め
で
た
く

				　

有
り
が
た
か
り
ま
い
ら
せ
候
左
様
に
候
得
ば

				　

此
の
せ
ん
べ
い
も
ら
い
候
ま
ゝ

				　

御
好
物
ゆ
へ
さ
し
上
げ
候　

先
達
て

				　

か
ら
の
御
へ
ん
じ
い
た
ゞ
き
た
く

				　

一　

う
ど
ん

				　

一　

わ
ら
び
の
こ

				　

一　

た
け
な
が
し

				　

一　

冬
夏

				　

右
五
つ
品
い
た
ゞ
き
た
く

				　

ね
が
い
上
げ
候　

私
こ
と
も
大
丈
夫

																																　
　
　
　
　
　

に
て

				　

日
々
け
い
こ
ご
と
も
せ
い
だ
し
候

				　

ま
ゝ
御
あ
ん
じ
く
だ
さ
れ

																						　
　
　

ま
じ
く
候

																								　
　
　
　
　

皆
へ
も

				　

よ
ろ
し
く
め
で
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
く

				　

〆

				　

御
と
ゝ
様　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま

	　
　
　
　
　

参
申
上

▼津軽たまの書状　津軽順承宛
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◆
地
震
の
発
生

　

明
和
三
年
一
月
二
十
八
日
、
新
暦
の
一
七
六
六
年
三
月
八
日
の
夕
方
六
時
ご
ろ
地
震
が
発
生
し
た
。

　

未
曾
有
と
い
わ
れ
た
こ
の
地
震
の
被
害
は
甚
大
で
、
津
軽
地
方
で
死
者
一
三
〇
〇
人
余
、
家
屋
の
倒
壊
は
五
五
〇
〇
戸
に
及

び
、
余
震
は
ほ
ぼ
一
年
も
続
い
た
。

　

弘
前
大
学
理
学
部
（
現
理
工
学
部
）
の
前
教
授
・
佐
藤
裕
氏
は
、
新
た
に
作
製
し
た
家
屋
倒
壊
率
の
分
布
図
か
ら
、
震
源
域
は

浪
岡
か
ら
今
別
付
近
ま
で
長
さ
五
十
キ
ロ
に
及
ん
だ
も
の
で
、
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
を
超
え
て
い
た
と
発
表
し
て
い
る
。

　
　

◆
お
城
の
被
害

　

こ
の
地
震
の
被
害
は
、
お
城
の
櫓
破
損
五
ヶ
所
、
門
の
破
損
七
ヶ
所
、
塀
倒
れ
四
十
五
ヶ
所
、
土
蔵
の
破
損
二
十
二
ヶ
所
、
番

所
破
損
二
十
七
ヶ
所
、
城
中
の
建
物
・
屋
形
廻
り
も
居
住
不
能
と
な
り
、
城
の
機
能
を
全
く
停
止
さ
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
年
は
殿
様
・
信
寧
が
帰
国
の
年
だ
っ
た
が
、
本
丸
屋
敷
が
全
壊
し
た
た
め
、
三
の
丸
の
屋
敷
を
急
遽
補
修
し
、
四
月
二

十
八
日
に
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
、
翌
月
十
五
日
に
御
着
城
、
御
本
丸
入
り
に
な
っ
て
い
る
。　

　
　

◆
お
城
の
復
興

　

復
興
は
、
城
の
機
能
上
必
須
の
仮
番
所
、
御
門
、
御
蔵
の
仮
小
屋
、
三
の
丸
の
御
用
御
仮
屋
な
ど
を
優
先
に
と
り
か
か
っ
た
。

　

本
丸
の
御
屋
敷
は
翌
四
年
三
月
十
日
に
と
り
か
か
り
、
完
成
は
五
年
四
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

　

こ
の
普
請
も
五
月
八
日
に
着
城
な
さ
る
屋
形
様
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
の
突
貫
工
事
で
、
一
年
二
ヶ
月
か
か
っ
て
い
た
。

●
お
城
の
崩
壊
・
明
和
の
大
地
震	

鳴  

海
　
紀

お城の崩壊・明和の大地震
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＊
こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
、
全
資
料
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
。「
御
日
記
」
は
余
震
、
災
害
の
状
況
を
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
千
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。　

予
告
な
し
に
襲
う
天
災
の
対
応
と
し
て
、
こ
の
記

録
も
重
要
な
参
考
資
料
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
正
月
二
十
八
日　

快
晴

　
　

酉
の
刻
過
ぎ
・
午
後
七
時
こ
ろ
・
大
地
震
、
幾
度
と
も
か
ぞ
え
が
た

し
。
は
じ
め
甚
だ
強
く
震
え
、
そ
の
後
小
震
数
度
。

　
　

弘
前
な
ら
び
に
町※

在
浦
方
と
も
に
数
軒
家
潰
れ
、
人
々
と
も
怪
我
こ

れ
あ
り
。

　
　

御
城
中
の
儀
は
御
門
な
ら
び
に
塀
、
そ
の
ほ
か
と
も
大
破
に
な
る
。

　
　

委
細
は
日
記
に
こ
れ
を
記
す
。
御
郡
内
所
々
地
裂
。

　

同
年
二
月
一
日

一
、
御
小
姓
組
頭
申
し
出
で
候
。
中
奥
大
奥
御
座
敷
向
き
大
破
に
て
、
危

な
き
所
は
入
り
柱
、
そ
の
外
は
御
襖
、
御
障
子
、
雨
戸
ば
か
り
入
れ

候
て
御
締
め
付
け
候
よ
う　

			　
　
　
　

	

以
下
略

　

同
二
月
二
日

一
、
作
事
奉
行
申
し
立
て
候
。
北
の
御
丸
御
櫓
、
こ
の
間
の
大
地
震
に
て

北
の
方
へ
倒
れ
懸
か
り
申
し
候
。	

　

以
下
略

　

同
二
月
七
日
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一
、
こ
の
た
び
の
大
地
震
に
て
、
二
の
御
丸
御
広
敷
大
破
に
つ
き　

	

以
下
略

　

同
二
月
十
四
日

一
、
作
事
奉
行
申
し
立
て
候
。
外
東
御
門
の
屋
根
崩
れ
落
ち
候
に
つ
き	

以
下
略

　
　
　
　

※
町
在
浦
方　
　

町
中
、
在
の
村
々
、
海
辺
の
漁
村
。

お城の崩壊・明和の大地震
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